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工種別施工計画書
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１．機材

本工事で使用する機材（管・継手・付属品）は以下のものとする。

	工種・用途
	材料名

	屋内給水（二次側）
	ポリ粉体ライニング鋼管（SGP－PA）

	　　　〃
	ねじ込み式管端防食継手

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


２．工法

本工事の着手にあたっては、以下の工法で施工を行い、請負人による確認を行うものとする。

（必要に応じて、施工要領書を添付する）

	※記載内容（配管工事）

　各管種の接合方法

　各管用途の識別方法

　支持・固定方法

　防火区画の貫通部の処理方法

　屋外埋設配管の施工方法（掘削巾・深さ等）

　屋内露出部の配管方法

　配管の勾配基準

　VOC対策　　　　　　　　　etc　…




品質管理にかかわる以下の内容については、目視又は視触等による確認を行う。また撮影内容と範囲は以下のとおりとする。（該当するものに●をつける）

	
	確認する内容
	写真の撮影範囲

	
	
	最初の

一工程
	全箇所
	その他

	○
	管内の異物の除去・管端面の養生
	○
	○
	○

	○
	配管の種別による勾配、勾配方向
	○
	○
	○

	○
	クロス継手の使用範囲
	○
	○
	○

	○
	排水管の合流方法、間接排水の要否
	○
	○
	○

	○
	水抜き及び空気抜きの位置
	○
	○
	○

	○
	スリーブ、箱入れの時期、材質、位置大きさ、補強の有無
	○
	○
	○

	○
	インサートの位置、材質、埋込深さ、許容加重、くぎの切断
	○
	○
	○

	○
	支持間隔、指示方法、振れ止め、固定、防振材の取付状況
	○
	○
	○

	○
	支持受けの結露防止、銅管・ステンレス管と支持受けの間の絶縁、損傷防止
	○
	○
	○

	○
	建物導入部、エキスパンジョイント部の可とう性の有無
	○
	○
	○

	○
	伸縮継手の固定点の位置及び固定方法
	○
	○
	○

	○
	絶縁継手の設置箇所、接続方法
	○
	○
	○

	○
	異種管の接続箇所、接続方法
	○
	○
	○

	○
	防火区画の貫通部の隙間の処理（モルタル又はロックウール保温材で埋める）
	○
	○
	○

	○
	蒸気配管の勾配、支持、装置廻り
	○
	○
	○

	○
	油配管の溶接部、継手
	○
	○
	○

	○
	冷媒配管の溶接、脱気
	○
	○
	○

	○
	給湯配管の材料、勾配
	○
	○
	○

	○
	消火配管の規格
	○
	○
	○

	○
	仕上状態、美観
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○

	○
	
	○
	○
	○


	
	確認する内容
	写真の撮影範囲

	
	
	最初の

一工程
	全箇所
	その他

	○
	土中埋設
	配管の種別及び施工箇所別の埋設深さ・掘削幅
	○
	○
	○

	○
	〃
	床付け面の処理
	○
	○
	○

	○
	〃
	埋戻し土（山砂・良質土）
	○
	○
	○

	○
	〃
	管種毎の埋設テープの種類、埋設深さ
	○
	○
	○

	○
	〃
	防食方法
	○
	○
	○

	○
	コンクリート埋設
	熱伸縮を伴う管の伸縮緩衝材の確認
	○
	○
	○

	○
	〃
	鉛管のプラスチックテープ巻
	○
	○
	○

	○
	機器廻り・制御弁周りの配管
	配管支持及び固定方法（機器に荷重がかかっていないことの確認）
	○
	○
	○

	○
	〃
	取外しを考えたフランジの挿入
	○
	○
	○

	○
	〃
	弁類・継手類の有無
	○
	○
	○

	○
	〃
	振動・騒音対策
	○
	○
	○

	○
	防火ダンパー・防火防煙ダンパー
	取付位置、点検口の位置
	○
	○
	○

	○
	舗装工事
	アスファルト舗装の厚さ・幅・転圧状況
	○
	○
	○

	○
	〃
	タックコート、プライムコート散布状況
	○
	○
	○

	○
	〃
	下層路盤工、凍土抑制層の深さ・幅・転圧状況
	○
	○
	○

	○
	〃
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	○
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３．試験

以下の項目は試験を行い、試験圧の低下・漏れのないことを確認する。全ての施工箇所において試験状況を撮影し、また試験成績表を提出する。（該当するものに●をつける）

	
	項目
	
	試験方法
	
	試験時間・圧力

	○


	給水・給湯・排水管
	○


	水圧試験
	○
	ポリエチレン管　1.1MPa×2分間

	
	
	
	
	○
	水道直圧　1.75MPa×2分間

	
	
	
	
	○
	ポンプ全揚程（　　　）ｍ×2倍

＝（　　　　　）MPa×60分間

	
	
	
	
	○
	0.75MPa×60分間

	
	
	○
	空気圧試験
	○
	（　　　　　）MPa×10分間

	○
	冷温水管
	○
	水圧試験
	○
	最高使用圧（　　　　）MPa×1.5倍

＝（　　　　　）MPa×30分間

	
	
	
	
	○
	最小0.75MPa×30分間

	
	
	○
	空気圧試験
	○
	（　　　　　）MPa×10分間

	○
	油管
	○
	空気圧試験
	○
	最大常用圧（　　　　）MPa×1.5倍

＝（　　　　　）MPa×30分間

	○
	蒸気管
	○


	水圧試験
	○
	最高使用圧（　　　　）MPa×2.0倍

＝（　　　　　）MPa×30分間

	
	
	
	
	○
	最小0.2MPa×30分間

	
	
	○
	空気圧試験
	○
	（　　　　　）MPa×10分間

	○
	冷媒管
	○
	気密試験
	○
	（　　　　　）MPa×（　　　　　）分間

	○
	消火管
	○
	水圧試験
	○
	ポンプ締切圧（　　　）MPa×1.5倍

＝（　　　　　）MPa×60分間

	
	
	
	
	○
	送水圧力（　　　）MPa×1.5倍

＝（　　　　　）MPa×60分間

	
	
	
	
	○
	送水圧力　最小1.75MPa×60分間

	
	
	○
	気密試験
	○
	粉末消火　最小2.5MPa×10分間

	○
	排水管
	○
	満水試験
	○
	保持時間30分

	○
	通気管
	○
	通水試験
	○
	保持時間15分
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	○
	
	○
	


PAGE  \* MERGEFORMAT 
1

